
新型コロナウイルスに感染したことのある⼈は、ワクチン

を接種することはできますか。

Q

初回（１回⽬・２回⽬）接種、追加（３回⽬）接種にかかわらず、新型コロナウイルスに感染し

た⽅もワクチンを接種することができます。

A

新型コロナウイルスに感染した⽅は、初回接種、追加接種にかかわらず、ワクチンを接種することができます。

これは、このウイルスが⼀度感染しても再度感染する可能性があることと、⾃然に感染するよりもワクチン接種

の⽅が、新型コロナウイルスに対する⾎中の抗体価が⾼くなることや、多様な変異に対する抗体の産⽣も報告さ

れているからです（※1〜4）。 

⽶国CDCでは、感染歴にかかわらず、5歳以上の全ての⼈にワクチン接種が推奨されています。これには、感染

後の症状が⻑引く⼈も対象に含まれています。蓄積されつつあるエビデンスによると、より感染性の⾼い変異株

が流⾏している状況下においても、感染後のワクチン接種が、その後の感染に対する防御をさらに⾼めるとされ

ています（※5）。

感染後、体調が回復して接種を希望する際には、その治療内容や感染からの期間にかかわらずワクチンを接種す

ることができます。モノクローナル抗体や⾎漿療法による治療を受けた場合も、本⼈が速やかにワクチン接種を

希望する場合には、必ずしも⼀定期間を空ける必要はありません。

⽶国CDCは、過去に抗体製剤（モノクローナル抗体または回復期⾎漿）の投与を受けた⽅も、接種を延期する必

要はないとしています（※5）

感染歴のある⽅に対する追加接種については、諸外国の動向や、現時点で得られている科学的知⾒（※6）等を踏

まえ、厚⽣労働省の審議会において議論された結果、初回接種を終えた後に感染した⽅では、体調が回復してか

ら3回⽬接種までの間隔について、暫定的に3か⽉を⼀つの⽬安にすることとされました。 

ただし、この場合も、3回⽬接種は2回⽬接種から が経過している場合に限ります。（例︓2回⽬接種

から4か⽉後に感染し、その後回復した場合、3回⽬接種は2回⽬接種から7か⽉後が⼀つの⽬安となります。） 

なお、感染から回復後、期間を空けずに追加接種を希望する⽅についても、引き続き接種の機会を提供していき

ます。

所定の期間

隔離期間中は、感染性（他の⽅へ感染させる可能性）が⼗分低下していないので、外出はお控えください（濃厚

接触者も同様です）。

（参考資料）

（第21回 厚⽣科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料より抜粋） 

（第 回 厚⽣科学審議会予防接種・ワクチ

ン分科会資料より抜粋）

※1︓  

（ ） 

※2︓  

（Durability of Responses after SARS-CoV-2 mRNA-1273 Vaccination） 

既感染者への接種について

（第24回 厚⽣科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料より抜粋） 既感染者に対するワクチン接種の効果等

既感染者への新型コロナワクチン接種に関する諸外国の対応状況等 30

Nature. 2020;586:594-599

COVID-19 vaccine BNT162b1 elicits human antibody and TH1 T cell responses

N Engl J Med. 2021;384:80-82

資料２

https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/0099.html
https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/uploads/a86d14eed4135c912cbe2036279e012fa1830d3c.pdf
https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/uploads/842418b0906fe0d1e51a5c59560beac4863c579d.pdf
https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/uploads/11-16.pdf
https://www.nature.com/articles/s41586-020-2814-7
https://www.nejm.org/doi/full/10.1056/NEJMc2032195
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html
kikuyamk
四角形



※3︓  

※4︓  

（ ） 

※ ︓

※ ︓

（ ）

CDC. Science Brief: SARS-CoV-2 Infection-induced and Vaccine-induced Immunity

N Engl J Med. 2022;386:698-700

SARS-CoV-2 Omicron Variant Neutralization in Serum from Vaccinated and Convalescent Persons

5

 

CDC. Interim Clinical Considerations for Use of mRNA COVID-19 Vaccines Currently Authorized in th

e United States

6  Cell. Published online Jan 2022

SARS-CoV-2 breakthrough infections elicit potent, broad, and durable neutralizing antibody responses

（注︓「初回（1回⽬・2回⽬）接種後、新型コロナウイルスに感染した場合、追加（3回⽬）接種は必要です

か。」の内容は、本ページに統合しました。）
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